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 令和 2 年（2020年）11月21日江東区役所 〒135‒8383 東陽 4－11－28 ☎ 3647－9111（代） 6

こうとう区報は発行日から
3日かけて郵便ポストへ 
お届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更を希望
される場合は、全戸配布コールセンター（平日および配布日の9：00～
19：00）☎6868-4059へ 読み終わった区報は古紙回収へ

オリンピック・パラリンピックを
成功させよう！
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を
利
用
し
て
質
問
に
対
す
る
「
は

い
・
い
い
え
」
を
伝
え
る
装
置
で

す
。
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
「
は
い

・
い
い
え
」
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
を

示
し
た
時
の
脳
波
を
設
定
し
、
質

問
に
対
す
る
意
思
を
画
面
に
表
示

さ
せ
ま
す
。
先
ほ
ど
の
専
用
機
器

型
を
操
作
す
る
こ
と
が
難
し
い
方

が
主
に
利
用
し
ま
す
。
機
器
の
性

質
上
、
必
ず
本
人
の
「
は
い
・
い

い
え
」
の
意
思
が
反
映
さ
れ
た
回

答
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
質
問
を
繰
り
返
し
、
答

え
て
も
ら
う
こ
と
で
正
答
率
を
上

げ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
重
度
障
害
者
用
意

思
伝
達
装
置
は
、
み
な
さ
ん
に
と

っ
て
な
か
な
か
馴
染
み
の
な
い
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
方
の
中
に
は
、
こ

の
よ
う
な
形
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
方
が
い
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
、
障
害
者
の
意

思
疎
通
手
段
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問▢
障
害
者
施
策
課
施
策
推
進
係
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生
体
現
象
型
は
、
生
体
現
象
で

あ
る「
脳
血
流
」ま
た
は「
脳
波
」

生
体
現
象
型

す
る
応
答

ま
で
、
幅

広
く
意
思

伝
達
を
す

る
こ
と
が

可
能
で
す
。

重
度
障
害
者
用

意
思
伝
達
装
置
と
は

　
発
音
・
発
語
だ
け
で
な
く
、
字

を
書
く
こ
と
な
ど
の
指
先
動
作
も

困
難
な
身
体
障
害
の
あ
る
方
が
、

わ
ず
か
な
身
体
動
作
で
他
者
に
意

思
を
伝
え
る
た
め
の
装
置
で
す
。

　
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置

に
は
大
き
く
分
け
て
、
専
用
機
器

型
と
生
体
現
象
型
の
₂
種
類
が
あ

り
ま
す
。

専
用
機
器
型

　
専
用
機
器
型
は
、
意
思
伝
達
装

置
を
持
つ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
、
ス

イ
ッ
チ
等
の
入
力
に
よ
り
操
作
す

る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
画

面
に
表
示
さ
れ
た
文
字
や
単
語
の

中
か
ら
、
入
力
し
た
い
文
字
や
単

語
が
点
灯
し
た
際
に
、
ス
イ
ッ
チ

を
押
し
、
選
択
す
る
こ
と
で
意
思

を
伝
え
ま
す
。
こ
の
専
用
機
器
型

は
、
文
章
の
作
成
か
ら
質
問
に
対

〜
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置
を
知
ろ
う
〜 4

　
暖
房
器
具
等
を
使
用
す
る
冬
場
は
、

ガ
ス
や
灯
油
の
燃
焼
に
よ
り
二
酸
化

炭
素
等
が
発
生
し
、
室
内
の
空
気
環

境
が
悪
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
場
は
室
内
の
空
気
と
外

気
と
の
温
度
差
が
大
き
く
な
り
、
窓

や
壁
に
水
滴
（
結
露
）
が
付
き
や
す

く
な
り
ま
す
。
水
滴
は
建
材
や
壁
紙

を
傷
め
、
カ
ビ
の
発
生
・
ダ
ニ
の
繁

殖
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
室
内
の
空
気
環
境
を
快
適
に
す
る

た
め
に
、
次
の
₂
つ
の
こ
と
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

空
気
を
入
れ
換
え
ま
し
ょ
う

〇
換
気
は
₁
時
間
ご
と
に
₅
分
程
度

行
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
と
き
、
対

角
の
位
置
に
あ
る
窓
を
₂
か
所
以

上
開
け
て
空
気
の
流
れ
を
作
る
と
、

効
率
的
に
換
気
で
き
ま
す
。

〇
₂₄
時
間
換
気
設
備
は
、
ス
イ
ッ
チ

を
切
ら
ず
に
、
常
時
運
転
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
家
具
で
給
気
口
や
排
気
口
を
ふ
さ

が
な
い
よ
う
、
壁
か
ら
少
し
離
し

ま
し
ょ
う
。

　
₁₂
月
₅
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る

「
奥
の
細
道
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
江
東
」

に
合
わ
せ
て
、
区
内
各
施
設
で
俳
句

に
関
連
し
た
展
示
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
実
施
し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
の
各
コ
ー
ス
の
ゴ
ー
ル
館
で
先
着

1
0
0
人
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時▢
₁₁
月
₂₇
日
（
金
）
〜
₁₂
月
₆
日

（
日
）
午
前
₉
時
半
〜
午
後
₅
時

場▢ 

内▢
左
表
の
と
お
り
費▢
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
無
料
※
展
示
一
部
有
料

申▢
当
日
直
接
会
場
へ

問▢
芭
蕉
記
念
館
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〇
空
気
清
浄
機
を
使
用
し
て
い
る
時

も
新
鮮
な
外
気
を
取
り
込
む
た
め

に
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
空
気
が
流
れ
に
く
く
、
よ
ど
ん
で

し
ま
う
場
所
に
は
、
サ
ー
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
や
扇
風
機
等
を
利
用
し
て

風
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

湿
度
を
管
理
し
ま
し
ょ
う

〇
快
適
な
湿
度
の
範
囲
は
、
₄₀
〜
₇₀

％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
湿
度
計

を
使
っ
て
こ
の
範
囲
を
保
ち
ま
し

ょ
う
。

〇
加
湿
機
を
使
用
す
る
時
は
、
取
扱

説
明
書
に
従
っ
て
管
理
し
ま
し
ょ

う
。
タ
ン
ク
内
の
水
は
毎
日
取
り

換
え
、
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

問▢
保
健
所
生
活
衛
生
課
環
境
衛
生

係
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区
で
は
、
都
内
ま
た
は
隣
接
県
内

の
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
等
に

進
学
を
希
望
す
る
中
学
校
₃
年
生
・

義
務
教
育
学
校
₉
年
生
で
、
勉
学
意

欲
が
あ
り
、
経
済
上
の
理
由
か
ら
修

学
が
困
難
な
方
に
、
奨
学
資
金
を
お

貸
し
し
ま
す
。

人▢
区
内
に
引
き
続
き
₁
年
以
上
居

住
し
て
い
る
中
学
校
₃
年
生
・
義
務

教
育
学
校
₉
年
生
で
、
同
種
の
奨
学

資
金
を
他
か
ら
借
り
な
い
方
（
併
願

可
）
₇₀
人
（
予
定
）

﹇
貸
付
額
﹈

○ 

学
資
金
：
国
公
立
は
年
額
₉
万
₆

千
円
、
私
立
は
年
額
₃₃
万
₆
千
円

○ 

入
学
準
備
金（
入
学
時
）：
国
公
立

は
₅
万
円
、
私
立
は
₁₀
万
円

﹇
返
還
期
間
﹈

卒
業
後
、
半
年
据
え
置
い
て
か
ら
、

₁₀
年
以
内
（
無
利
子
）

﹇
奨
学
生
の
決
定
﹈

江
東
区
奨
学
資
金
貸
付
審
査
会
の
審

査
を
経
て
決
定

締▢
₁₂
月
₁₅
日
（
火
）

申▢
在
学
す
る
中
学
校
等
（
区
外
中

学
校
に
在
学
の
方
は
、
庶
務
課
庶
務

係
（
区
役
所
₆
階
₁
番
））

問▢
担
任
の
先
生
ま
た
は
庶
務
課
庶

務
係
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₄
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
老
朽
建

築
物
除
却
助
成
の
今
年
度
受
付
を
令

和
₃
年
₁
月
₂₉
日
（
金
）
で
終
了
し

ま
す
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

期
限
前
で
も
受
付
を
終
了
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
を
受
付
し
た
物
件
に

つ
い
て
助
成
金
の
交
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
令
和
₃
年
₂
月
₂₆
日（
金
）

ま
で
に
除
却
工
事
を
完
了
し
、
完
了

届
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問▢
建
築
調
整
課
建
築
防
災
係
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深川コース
会場 展示内容

江東区文化センター2階展示ロビー（東陽4-11-3）
☎3644-8111、℻3646-8369

「江東区俳句連盟とゆかりの俳人・歌人」約70年の
活動になる江東区俳句連盟の句などを紹介します。

豊洲文化センター1階ギャラリー（豊洲2-2-18豊洲
シビックセンター1階）☎3536-5061、℻5560-0505

「未来へつながるこどもの俳句」江東区が積極的に
取り組んでいる小中学生の作品を紹介します。

古石場文化センター1階展示ロビー（古石場2-13-
2）☎5620-0224、℻5620-0258

「映画監督　小津安二郎の俳句」江東区に生まれた
小津安二郎監督の俳句を紹介します。

森下文化センター1階展示ロビー（森下3-12-17）
☎5600-8666、℻5600-8677

「マンガで見る「奥の細道」」地元の漫画家・沖山潤
さんのマンガ作品の展示です。

深川江戸資料館1階ロビー（白河1-3-28）
☎3630-8625、℻3820-4379

「清澄白河の芭蕉ゆかりの地」深川江戸資料館周辺
の芭蕉ゆかりの史跡などを紹介します（有料）。

［ゴール］芭蕉記念館2階展示室（常盤1-6-3）
☎3631-1448、℻3634-0986

「深川芭蕉庵ー創作・交流・旅立ー」松尾芭蕉の住
んだ芭蕉庵についての展示です（有料）。

城東コース
会場 展示内容

亀戸文化センター2階展示ロビー（亀戸2-19-1カメ
リアプラザ2階）☎5626-2121、℻5626-2120

「亀戸地区の俳句・短歌」亀戸にある俳句や短歌の
句碑・歌碑や史跡、作家を紹介します。

総合区民センター2階展示ホール（大島4-5-1）
☎3637-2261、℻3683-0507

「大島に住んだ歌人　伊藤左千夫」「野菊の墓」で知
られる歌人・伊藤左千夫の展示です。

砂町文化センター1階展示ロビー（北砂5-1-7）
☎3640-1751、℻5606-5930

「砂町に暮らした石田波郷」戦後、砂町に住んだ石
田波郷と江東区の関わりを紹介します。

東大島文化センター1階展示ロビー（大島8-33-9）
☎3681-6331、℻3636-5825

「大島・城東地区の句碑」城東地区の俳句の句碑や
史跡、俳人を紹介します。

［ゴール］中川船番所資料館1階ロビー（大島9-1-
15）☎3636-9091、℻3636-9094

「大島に住んだ小林一茶」江戸の三大俳人・小林一
茶と江東区の関わりについての展示です。

※ゴール会場以外、どこの会場からスタンプラリーを開始しても構いません。
▲ 「奥の細道サミットin江東」キャラクター 
（左から）でしそら、ばしょうさん、かわずくん


